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　旧五城保育園を利用した「ほうしこ作業所」（一般社
団法人うちこ就労支援福祉会、佐野善

よしのり

徳代表理事）が
11 月に開所しました。「ほうしこ作業所」は障がいなど
で就労が困難な人に対して、働く機会や就労に必要な知
識・能力の向上などを支援する施設。佐野さんは「利用
者に自然や人と関われる仕事を提供して、生き生きと活
動してもらえる施設にしたい」と抱負を語りました。

社会的自立を目指す人たちのために

五城保育園跡地に「ほうしこ作業所」

　企業組合石畳むら（亀田強
つよし

代表理事）は 11 月９日、
毎年恒例の新そばまつりを行いました。この日は石臼び
きの十割そばを提供。ひきだち・打ちだち・湯がきだち
のそばが食べられると、毎年多くのファンが訪れます。
　松山市から来た中平和

かずのり

則さんは「毎年来ている。普段
も食べに来るが、新そばまつりが一番楽しみ。本当にお
いしい」と満足そうにそばを味わっていました。

おいしいそばでおもてなし

石畳地区で新そばまつり

作業所を見学する「かいと」利用者の皆さん

　文化資源の継承・活用を目的とした「昭和のくらし～内
子の町家・民具の記憶展～」（愛媛大学法文学部人文学科
観光まちづくりコース、内子町主催）は11月15～ 24日、町
並保存地区の長岡家で開かれました。学生リーダーの松
下華

か な

菜さん（愛媛大学２回生）は「町並保存会女性部の皆
さんの話を参考に、約１万5,000点の所蔵品から展示品を
選んだ。当時を懐かしむ声がうれしかった」と話しました。

忘れ去られていた民具に光を――。
かつての暮らしを知る企画展

赤ちゃんに優しい表情を見せる生徒たち

大学生に黒電話の使い方を教えてもらう子どもたち

赤ちゃんのぬくもりに命を感じて

思春期の子どもたちに「いのちの授業」

　赤ちゃんと触れ合い、命を育てることの尊さを学ぶ
「いのちの授業」（ＮＰＯ法人共育コーディネートグループ
Ｓ
シ ェ イ ク

ＨＡＫＥ主催、敷
しきむら

村一
かずもと

元代表）が内子中学校で11月 11日、
大瀬中学校で 11 月 17 日に行われました。
　生徒たちは赤ちゃんをあやしたり、抱いたり、赤ちゃ
んの母親と話したりして、育児の楽しさや大変さを学ん
だ後、生徒同士で命の尊さについて意見を交わしました。

石畳小学校の児童が配膳の手伝い

　あざみ読書会（山本洋
よ う こ

子会長、会員13人）は11月1日、
定例会400回目を迎えました。同会は昭和56年８月に内
子小学校ＰＴＡの親子読書会として発足。その後「あざ
み読書会」と改名し、月1回の活動を続けています。町並
みの学習もしており、今回は「うちこねき歩き」を行いま
した。山本会長は「よく続いたとしみじみ思っている。こ
れからも充実した会にしたい」と話しました。

共に重ねてきた歴史の１ページ
あざみ読書会が400回目の定例会

会員の越智益
ますこ

子さん（左）がガイド役を務める
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地域の伝統と誇りの共演

「第３回内子町伝統芸能まつり」

　地域の宝である伝統芸能を披露する「第３回内子町伝
統芸能まつり」（内子町伝統文化継承団体連絡会、内子町
教育委員会主催）が11月９日、内子座で開かれました。
　今年は内容の充実した３部構成。第１部では姉妹町村
の沖縄県宜野座村から「宜野座区二

にーせだん

才団」が参加し、沖
縄県指定無形民俗文化財の「京

ちょんだらー

太郎」など４演目を披露
しました。二才団は区の青年会や成人会の有志で組織さ
れ、旧暦の８月15日に行われる豊年祭（８月あしび）な
どで伝統の踊りを披露しています。
　第２部は「伝統芸能への挑戦」と題し、茂山狂言クラ
ブの子どもたちが狂言「菌

くさびら

」を、また愛媛大学生が臼杵
地区の「おねり」を演じました。第３部では内子町指定
文化財の「中川万歳」、村前大根一座の伊予万歳、五十
崎町秋祭り獅子舞保存会の獅子舞など、内子町内の伝統
芸能が一堂に会しました。
　篠崎平

へいじ

治会長は「宜野座村の二才団は風格があり、い
い刺激を受けた。どの団体も後継者不足で大変だが、充
実した発表を続けていきたい」と話しました。　

1_宜野座区二才団の「京太郎」　2_廿日市三島神社獅
子舞保存会の迫力の演技　3_初参加の御祓自治会は

「豊年踊り」　4_真剣な眼差しが観客を魅了
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　地域に開かれた学校づくりを目指す愛媛県立内子高等
学校（堀川映

えいこ

子校長）は 10 月 25 日、同校とまちの駅な
んぜを会場に文化祭を開きました。今回初めて校外に会
場を設け、模擬店の出店、郷土芸能部や吹奏楽部の発表
などを行いました。芳我明

あきひこ

彦教頭は「内容が充実し、昨
年よりもたくさんの人に来てもらった。地域貢献のきっ
かけづくりとして継続したい」と話しました。

地域との結びつきを大切にする内子高校

交流を求めて校外の「文化祭」に初挑戦

まちの駅なんぜの前で吹奏楽部の演奏などが行われた


